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【】中学理科 1 年：状態変化           [ http://www.fdtext.com/dat/ ] 

【】状態変化 

[要点] 

(1) 物質の状態
じょうたい

変化
へ ん か

 
・温度を上げると，固体→液体→気体と変化。

質量は一定。液体→固体と変化するとき，体

積は減少(ろうなど)(例外：水→氷の場合，体

積は増加) 

・固体→液体になる温度を融点
ゆうてん

，液体→気体になる温度を沸点
ふってん

という。 

(2) 水，エタノールの混合物の 蒸留
じょうりゅう

 
・沸点の違いを利用して蒸留によっ

て混合物を分離。 

・沸騰
ふっとう

石
せき

は急激な沸騰をさけるため

にいれる。 

・フラスコ内では液体→気体。試験

管内では気体→液体(冷たい水は冷却
れいきゃく

用) 
・a～b：主としてエタノール(＋少量の水)→燃える，手につけるとひんやりする。 

b～c：エタノールがほとんどなくなったために温度が上昇。 

c～ ：おもに水が出てくる。 

・火を消すとき：ガラス管を試験管の液体から取り出した後で火を消す。 
 

http://www.fdtext.com/dat/
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[要点確認] 
(状態変化) 
 温度が高くなるにつれて,固体→液体→気体と変化

するが ,これを物質の (  )という。状態変化で

(  )は変化しないが,体積は一般に,固体＜液体＜

気体と(  )する。液体のろうが固体になると体積

が減るので図の(  )のようになる。水は例外で,液
体の体積＜固体の体積で,水を凍らせると体積が

(  )て(  )のようになる。 
温度が高くなるにつれて,固体→液体→気体と変化

するが,これを物質の(状態変化)という。状態変化で

(質量)は変化しないが,体積は一般に,固体＜液体＜

気体と(増加)する。液体のろうが固体になると体積

が減るので図の(ウ)のようになる。水は例外で,液体

の体積＜固体の体積で,水を凍らせると体積が(増え)
て(ア)のようになる。 

(蒸留) 
 物質が液体の状態から気体の状態に変わるときの温

度を(  )という。混合物の液体を加熱して気体に

し,それを冷やして純粋な液体に分ける方法を(  )
という。実験で(  )石を入れるのは急激な沸騰を

さけるためである。 
水とエタノールの混合液を加熱すると 80℃をこえ

た a 点でおもに(  )が沸騰し,冷たい水で冷やされ

て液体に戻り試験管にたまる。エタノールがほとん

ど出てしまうb点でふたたび温度が上昇し, 100℃近

くで今度は(  )が沸騰し,試験管にたまる。このよ

うに(  )点の違いを利用して混合液を分ける方法

を(  )という。 
物質が液体の状態から気体の状態に変わるときの温

度を(沸点)という。混合物の液体を加熱して気体に

し,それを冷やして純粋な液体に分ける方法を(蒸留)
という。実験で(沸騰)石を入れるのは急激な沸騰を

さけるためである。 
水とエタノールの混合液を加熱すると 80℃をこえ

た a 点でおもに(エタノール)が沸騰し,冷たい水で冷

やされて液体に戻り試験管にたまる。エタノールが

ほとんど出てしまう b 点でふたたび温度が上昇

し,100℃近くで今度は(水)が沸騰し,試験管にたま

る。このように(沸点)の違いを利用して混合液を分

ける方法を(蒸留)という。 
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(融点) 
 固体の状態のパルミチン酸を加熱すると, 点 B で

(  )。このときの温度を(  )という。BC 間は

(  )が混ざった状態であるが,固体が完全にとけ終

わるまで温度は(  )である。とけ終わると再び温

度が上昇する(CD 間)。融点は物質によって決まって

おり,質量を 2 倍にしたり,加熱の仕方を変えても融

点は(  )。 
固体の状態のパルミチン酸を加熱すると,点 B で(と
け始める)。このときの温度を(融点)という。BC 間

は(固体と液体が混ざった)状態であるが,固体が完全

にとけ終わるまで温度は(一定)である。とけ終わる

と再び温度が上昇する(CD 間)。融点は物質によって

決まっており,質量を 2 倍にしたり,加熱の仕方を変

えても融点は(変わらない)。 
 
 
[問題] 

物質の変化について次の各問いに答えよ。 

(1) 図に表されたような物質の変化を何変化とい

うか。 

(2) 加熱したときに起こる変化はどれか。a～d よりすべて選び記号で答えよ。 

(3) 次のア～ウは，それぞれ a～d のどの変化か。 

ア 冷たいジュースの入ったコップのまわりにしばらくすると水滴がついた。 

イ 天気の良い日は洗濯物がよく乾く。 

ウ かたまっていたろうを加熱すると，とけた。 

(4) 物質の状態が変化したとき質量は変化するか。 

(5) 体積が非常に大きくなる変化はどれか。a～d より選び記号で答えよ。 

[解答](1) 状態変化 (2) a，b (3)ア d イ b ウ a (4) 変化しない。 (5) b 
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[問題] 

 右の図は，加熱，冷却によって物質の状態が変化する様

子を模式的に表したものである。次の各問いに答えよ。 

(1) 図の実線の矢印は，加熱，冷却のどちらを表している

か。 

(2) 図の A，B は，それぞれどのような状態か。 

(3) ドライアイスを空気中に放置しておいたときの変化を

表す矢印を，図のア～カから選べ。 

(4) 状態変化をしても変化しないものは，質量，体積，密度のうちのどれか。 

[解答](1) 冷却 (2)A 固体 B 液体 (3) イ (4) 質量 

 

[問題] 

図の○は物質をつくる粒子を表している。それぞれの図は気体，液体，固体のどれか。 

 

 

 

 

[解答]① 固体 ② 液体 ③ 気体 

 

[問題] 

 右の図のように，固体のロウをビーカーに入れてあ

たためて液体にし，液面に印をつけておき，ビーカー

と液体のロウの質量をはかった。次に，これを冷やし

て固体のロウにし，質量をはかった。次の各問いに答

えよ。 

(1) 液体のロウが固体のロウになったとき， ①体積，

②質量はどうなるか。 

(2) 水の場合，液体から固体になったとき，①体積，②質量はどうなるか。 

(3) この変化で物質そのものも別の物質に変化するか。 

(4) 水と，ろう(加熱して液体にしたもの)を冷やし，固

体にしたときの，それぞれの表面のようすを，右の

ア～ウから選べ。 
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[解答](1)① 減少する。 ② 変化しない。 (2)① 増加する。 ② 変化しない。 (3) 変

化しない。 (4)水：ア ろう：ウ 

 

 

[問題] 

固体の状態のパルミチン酸を図 1 のような装置で加熱

し，そのときの温度変化を測定したところ図 2 のグラフ

がえられた。次の各問いに答えよ。 

(1) 物質が固体の状態から液体の状態に変わることを

何というか。また，そのときの温度を何というか。 

(2) パルミチン酸がとけ始めたのは，図 2 のグラフの何

分後か。また，パルミチン酸ががすべて液体になっ

たのは，熱しはじめてから約何分後か。 

(3) 図 2 のグラフからパルミチン酸が，固体から液体

になる温度は何度か。下より選べ。 

[ 0℃ 48℃ 63℃ 70℃ 100℃ ] 

(4) 図 2 のグラフの 5 分後，20 分後，30 分後の時の

パルミチン酸の状態はどの状態か。下より適当な

ものを 1 つずつ選べ。 

① 固体  ② 液体  ③ 気体 

④ 固体と液体 ⑤ 液体と気体  ⑥ 固体と気体 

(5) この実験を，加熱のしかたをゆっくりにして行った。このとき，融点はどのように

なるか。次の[  ]から選べ。 

[ 高くなる。 低くなる。 変化しない。] 

(6) 物質の質量を 2 倍にした場合，融点はどのようになるか。(5)の[  ]から選べ。 

[解答](1) 融解
ゆうかい

，融点
ゆうてん

 (2) 9 分後，26 分後 (3) 63℃ (4) 5 分後：① 20 分後：④ 30
分後：② (5) 変化しない。 (6) 変化しない。 
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[問題] 

右のグラフは固体のある物質 10g をビーカー

に入れて加熱していったときの温度変化を表し

ている。次の各問いに答えよ。 

(1) この物質は混合物，純粋な物質のどちらか。 

(2) (1)と考えた理由を答えよ。 

(3) 他の条件はそのままで，物質を 20g にして実

験をした場合，15分後はどのような状態か。 

[解答](1) 純粋な物質 (2) 温度が一定になっている部分があるから。 (3) 固体と液体

が混ざっている状態。 

 

 

[問題] 

 エタノールと水の混合液を図のような装置を使って加熱した。 

(1) ①図の a は何とよばれるも

のか。②また，それを入れる

のはなぜか。 

(2) 図のように，出てくる気体を

冷やしてふたたび液体とし

てとり出す方法を何という

か。 

(3) この方法で混合物を分けることができるのは，混合物の成分の何の違いによるか。 

(4) エタノールを多くふくんだ液体をとり出すことができるのは，グラフの A，B のう

ちのどちらか。 

[解答](1)① 沸騰
ふっとう

石
せき

 ② 急激な沸騰をさけるため。 (2) 蒸留
じょうりゅう

 (3) 沸点
ふってん

 (4) A 
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[問題] 

 エタノールと水の混合液を図のような装置を使って加熱した。 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 温度計を図 1 の枝つきフラスコに取り付ける場合，取り付け位置はどのようにした

らよいか。図 2 の A～C から 1 つ選べ。 

(2) 冷たい水を入れておく理由は何か。 

(3) フラスコ内，試験管で起こる物質の変化は次のどれになるか。それぞれ 1 つずつ選

び番号で答えよ。 

① 固体から液体  ② 液体から気体  ③ 気体から液体  ④ 液体から固体 

(4) 最初に沸騰が始まったのは何分後か。 

(5) エタノールと水では，どちらの沸点が低いか。 

(6) ①図3のイで出てきた気体を冷やして試験管にたまった液体を手の甲につけるとど

んな感じがするか。②また，火をつけたときどのようになるか。 

(7) (6)より，図 3 のイでさかんに出てくる気体は主として何か。 

(8) 図 3 のウで再び温度が上昇しているが，これはなぜか。 

(9) 図 3 のエで試験管にたまるたまる液体は何か。 

(10) この実験で，火を消すときに注意しなければならないことを簡単に説明せよ。 

[解答](1) C (2) 気体を冷やして，気体から液体に戻すため。 (3)フラスコ内：② 試

験管内：③ (4) 7 分後 (5) エタノール (6)① 冷たくひゃーとする。 ② 燃える。 (7) 

エタノール (8) 混合液中のエタノールがほとんどなくなったため。 (9) 水 (10) ガ

ラス管を試験管の液体から取り出した後で火を消す。 
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[問題] 

 右の表は，5 種類の物質の融点と沸点を示し

ている。次の各問いに答えよ。 

(1) －100℃で，液体の状態の物質はどれか。 

(2) 90℃で，気体の状態の物質はどれか。 

(3) 900℃で，固体の状態の物質はどれか。 

(4) 900℃で，液体の状態の物質はどれか。 

 

[解答](1) エタノール (2) エタノール (3) 鉄 (4) 塩化ナトリウム 

物質 融点(℃) 沸点(℃) 
鉄 1536 2863 
水銀 －39  357 
塩化ナトリウム  801 1485 
エタノール －115   78 
パルミチン酸   63  360 



 9 

[印刷／他の PDF ファイルについて] 
※ このファイルは，FdText 理科(6,600 円)の一部を PDF 形式に変換したサンプルで，

印刷はできないようになっています。製品版の FdText 理科は Word(または一太郎)の文

書ファイルで，印刷・編集を自由に行うことができます。 
※ 弊社は，FdText のほかに FdData 中間期末過去問(社会・理科・数学)(各 18,900

円)(Word 版・一太郎版)を販売しております。PDF 形式のサンプル(全内容)は， 

http://www.fdtext.com/dat/ に掲載しております。 

下図のような，[FdData 無料閲覧ソフト(RunFdData)]を，Windows のデスクトッ

プ上にインストールすれば， FdData 中間期末･FdData 入試の全 PDF ファイル(各
教科約 1500 ページ)を自由に閲覧できます。次のリンクを左クリックするとインス

トールが開始されます。 
RunFdData(Word 版) 【 http://fddata.deci.jp/lnk/instRunFdDataWDs.exe 】 
RunFdData(一太郎版) 【 http://fddata.deci.jp/lnk/instRunFdDataTAs.exe 】 

※ダイアログが表示されたら，【実行】ボタンを左クリックしてください。インス

トール中，いくつかの警告が出ますが，[実行][許可する][次へ]等を選択します。 
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